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西公民館利用者アンケート結果について 

 

令 和 ５ 年 ４ 月 １ ０ 日 

文化スポーツ部生涯学習課 

 

１ 概要 

  令和２年９月に、西中学校体育館との複合施設としてリニューアルオープンした

西公民館について、今後の参考とするため、利用者にアンケートを実施しましたの

で、その結果について報告するものです。 

 

２ 実施手法 

  西公民館の利用者に対し、無記名選択式のアンケートを実施 

 

３ アンケート結果 

(1) 調査方法 

 ア 実施期間 令和４年１２月５日から令和５年１月２０日 

 イ 回収総数 １１６名 

   男女比：男性３８．５％ 女性６１．５％ 

   年代比：１０代５％ ２０代２％ ３０代５％ ４０代７％ 

 ５０代１１％ ６０代２６％ ７０代以上 ４４％ 

 

 (2) アンケート結果の概要・考察 

   西公民館は中学校体育館、防災備蓄倉庫との複合施設であるとともに、会議室

が視聴覚室や調理室等と機能の集約がされているほか、和室と洋室を同一の部屋

に集約されています。 

   今回のアンケートでは、利用目的・状況のほか、「複合施設として建設したこと

の認知度」、「複合施設を活用した今後の公民館と中学校との交流の在り方」、「複

合施設の利用時に気になる点」などについて伺いました。 

   今回のアンケート結果を踏まえ、今後の公民館と学校施設等との複合化に当た

り、地域住民、関係各課等との調整・協議を進めていきます。 
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● 設問１ 利用した部屋について 

  多目的ホールが３４．７％と一番利用が多く、集会室Ａが１６．９％、集会室Ｂ

が１２．９％、集会室Ｃが１８．５％、集会室Ｄが１６．９％と、集会室は概ね均

等に利用されています。施設の利用に当たって、機能の異なる部屋を集約したこと

で、従来公民館の課題であった、利用頻度が低い部屋（調理室、創作活動室など）

の解消につながっていると考えられます。 

 

● 設問２ 利用頻度について 

西公民館を定期的に利用している割合が６９．９％、毎週または月１・２回利用

が８０.９％で、主な利用目的は、集会室が会議で、多目的ホールがスポーツという

回答となっています。 

 

● 設問３ 部屋の機能集約について 

  現在の西公民館は、西中学校体育館と複合化するに当たり、旧西公民館にあった

施設機能（調理室、視聴覚室、和室等）を集約しましたが、集約したことの認知度

については、「知っていた」が６７．３％で、概ね認知されていることが分かります。 

 

● 設問４ 新公民館へリニューアルしたことによる利用頻度の変化について 

「変わらない」との回答数が６４．５％と半数以上を占めています。 

 

● 設問５ 今後の利用意向について 

「利用する」が１００％と、利用満足度が高い結果となっています。今後も引き

続き、利用者の満足度が維持できるよう、利用環境、職員の質の向上に努めていき

ます。 

 

● 設問６ 複合化したことによる将来の公民館と中学校との交流の在り方について 

西公民館では、西中学校体育館と複合化したことで、中学校との交流等の取組を

行っています。新型感染症が落ち着いたら、さらに交流事業・協働事業等を増やし

ていきたいと考えています。あなたが今後、学校や団体等との交流事業・協働事業

等として望ましいと思うものがあれば、教えてください。 

  上記の設問について、公民館利用者及び地元住民、中学生との交流や相互施設利

用で、交流を図るといった意見がありました。 
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【回答】 

 ・公民館まつりに中学生が出店する。 

 ・合同開催のイベントを開催して交流を図る。（例：高齢者と中学生が一緒に運動、

福祉ふれあいまつりで交流、ＰＴＡと協働で笑いの体操など） 

 ・和太鼓などの文化を学生に伝承するため、体験してもらうイベントを開催する。 

 ・公民館活動の中で中学校の教科に合わせた活動を授業で紹介してはどうか。 

 ・中学校の施設を利用できたらよい。 

 ・若者との交流は楽しみにつながる。 

 ・ニュースポーツを中学生に広める。 

 

● 設問７ 公民館利用時の中学校からの授業や部活の音などについて 

  「西公民館と西中学校体育館は同じ建物、あるいは隣接して、西中学校校舎があ

りますが、公民館を利用して、音（授業、部活など）が気になりましたか。」という

設問について、「気にならなかった」との回答は９３．５％でした。西中学校側から

も「公民館利用者の音は気にならない」との回答を得ており、公民館と中学校の双

方で、お互いの活動等について、特に気になる点はなく、問題がないという結果と

なっています。 

 


